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ずっと一緒に生きてきたカラダに、そっと触れて対話してみる。（日高　地域福祉・生活支援拠点ぐるらん）
「ココロとカラダのワークショップ」主催：城崎国際アートセンター　講師：湯浅永麻氏

CONTENTS
◆「交流の輪」を広げたい！
　　～豊岡・高雄区「カフェたかお」の取組み～… … 2､3
◆豊岡市社会福祉協議会
　　平成30年度事業報告・決算報告… …………… 4､5
◆豊岡市社会福祉協議会　新役員のご紹介………… 8

No.160ニコ



令和元年 7 月 2 5 日 2

　
「
こ
ん
に
ち
は
。
カ
フ
ェ
の
チ

ラ
シ
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。」

　
優
し
く
明
る
い
声
で
豊
岡
市
高

雄
区
内
を
回
る
の
は
「
カ
フ
ェ
た

か
お
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
で

す
。「
地
域
交
流
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
１
年
前
に

始
ま
っ
た
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
毎
月
案
内
チ
ラ
シ
を
区

内
で
手
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
交
わ
さ

れ
る
の
は
「
元
気
し
と
る
ん
？
」、

「
最
近
忙
し
い
ん
と
ち
ゃ
う
？
」

な
ど
の
言
葉
。「
体
調
や
近
況
な

ど
、
直
接
お
会
い
す
る
か
ら
分
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
カ
フ
ェ
に

来
ら
れ
な
い
方
と
も
顔
を
合
わ
せ

た
り
、
直
接
お
話
で
き
る
の
が
、

チ
ラ
シ
配
り
の
良
い
と
こ
ろ
」
と

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。
最
近
は
、

足
腰
の
悪
い
人
な
ど
に
、
家
の
奥

か
ら
出
て
き
て
対
応
し
て
も
ら
う

こ
と
を
申
し
訳
な
く
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
時

は
、
無
理
に
玄
関
ま
で
出
て
き
て

も
ら
わ
ず
、
少
し
会
話
を
交
わ
し

た
後
で
玄
関
先
に
チ
ラ
シ
を
置
い

て
帰
り
ま
す
。

　
「
地
域
の
方
に
負
担
を
か
け
た

く
は
な
い
の
で
。
遠
く
か
ら
顔
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
声
を
聞
か

チ
ラ
シ
が
生
み
出
す
見
守
り
・

交
流
の
時
間

（上）スタッフ６人が2人1組になり、全8隣保を回りま
す（下）「少しでも多くの方に楽しく読んでほしい」 と、
毎回イラストと文章が工夫されるチラシ

～豊岡・高雄区「カフェたかお」の取組み～

を広げたい！
「交流の輪」
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せ
て
も
ら
う
だ
け
で
嬉
し
い
で

す
。」

　
そ
ん
な
チ
ラ
シ
配
り
の
中
、
地

域
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
」、「
カ
フ
ェ
に

は
な
か
な
か
行
け
ん
け
ど
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
で
き
る

の
が
楽
し
み
」
と
い
う
言
葉
。
活

動
の
一
環
で
あ
る
チ
ラ
シ
配
り

が
、
自
然
と
区
の
見
守
り
・
交
流

の
機
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
配
り
中
は
「
〇
〇
さ

ん
元
気
そ
う
で
よ
か
っ
た
ね
」、

「
〇
〇
さ
ん
は
長
い
こ
と
見
て
な

い
け
ど
、ど
う
し
と
ん
さ
る
か
な
」

な
ど
の
会
話
が
ス
タ
ッ
フ
同
士
で

自
然
と
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
を
作
る
時
や
配
る
時
に

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
カ
フ
ェ
に
顔

を
出
さ
れ
な
い
方
…
と
い
う
こ
と

も
多
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
。

　
「
誰
に
と
っ
て
も
、
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は
と
て
も
勇

気
が
い
る
こ
と
。
い
つ
来
て
も
ら

っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
発
信
だ
け

は
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。
チ

ラ
シ
配
り
は
今
後
も
続
け
た
い
で

す
。」

　
「
私
た
ち
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
特
別
な
企
画
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
に
無
理

の
な
い
範
囲
で
楽
し
く
活
動
し
た

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の

想
い
は
、
皆
さ
ん
を
温
か
い
笑
顔

で
迎
え
、
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
和

や
か
な
交
流
の
場
を
提
供
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。」

　
毎
回
訪
れ
る
方
も
初
め
て
訪
れ

る
方
も
、
誰
で
も
い
つ
で
も
温
か

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
カ
フ

ェ
の
1
時
間
を
丁
寧
に
過
ご
し
た

い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

　
そ
の
想
い
は
、
カ
フ
ェ
の
時
だ

け
で
な
く
、
手
配
り
さ
れ
る
チ
ラ

シ
と
と
も
に
地
域
の
方
へ
届
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」

　
優
し
く
明
る
い
声
が
、
今
月
も

高
雄
区
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
い
つ
で
も
来
て
も
ら
え

る
場
所
で
あ
り
た
い
か
ら

　カフェたかおを立ち上げ前からサポートしていたのは、隣
の亀山区のふれあい喫茶「かめやま」の皆さん。カフェたか
おの皆さんと体操教室で交流があったことから、地域活動で
の支え合いが始まりました。ご紹介したチラシ配りも、かめ
やまの取り組みを参考に始まったものです。
　「カフェたかおさんとは、今後も区を越えた地域交流がで
きたら嬉しいです」とかめやまの皆さん。皆さんが大切にし
ていることは、訪れる方に笑顔で会話を楽しんでもらうこと。
活動目的は少し異なりますが、２つの交流の場が区を越えて
活動について情報共有し、支え合うことが、互いの励みにつ
ながっています。

　　　カフェたかおを支えたふれあい喫茶「かめやま」

（上）毎月地域の方が持ち寄ってくれる花もカフェの魅力
（下）「月に1回のカフェが楽しみ」という地域の方たちで、
いつも満席

区を越
えた支

え合い

4周年を迎え、ほっとひと息つきながら住民同士
の会話を楽しめる場所として定着しています
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豊岡市社会福祉協議会 平成30年度 事業報告・決算報告

●�

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
集
い
の

場
づ
く
り
（
ふ
れ
あ
い
喫
茶
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
な
ど
）
の
立
ち
上
げ
や
運
営
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

●�

見
守
り
が
必
要
な
方
や
地
域
の
困
り
ご
と

を
話
し
合
う
見
守
り
・
話
し
合
い
の
場
づ

く
り
を
地
域
住
民
と
協
働
し
取
り
組
み
ま

し
た
。

●�

「
見
守
り
活
動
を
進
め
る
」、「
異
変
や
困

り
ご
と
を
つ
な
ぐ
」
を
軸
と
し
た
福
祉
委

員
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

●�

住
民
に
よ
る
地
域
活
動
の
価
値
を
再
確
認

し
、
地
域
づ
く
り
の
意
識
を
高
め
合
う
機

会
と
し
て
「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

●�

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
生
活

困
窮
者
な
ど
）
の
困
り
ご
と
へ
の
相
談
対

応
や
、
関
係
機
関
・
地
域
住
民
と
連
携
・

協
働
し
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●�

相
談
者
の
居
場
所
や
役
割
づ
く
り
等
を
目

的
と
し
た「soto-café

（
ソ
ト
カ
フ
ェ
）」 

を
試
験
実
施
し
ま
し
た
。

●�

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
に
障
害
者
相
談
支

援
事
業
を
兼
務
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
配
置
し
、
介
護
・
障
が
い
の
相
談
に
対

し
て
総
合
的
に
支
援
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
し
た
。

重

点

項

目

地域活動をおこなう多くの住民が集まりました
（地域福祉フォーラム）

行
政
区
を
基
盤
と
し
た
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
の
推
進

総
合
的
な
相
談
支
援
事
業
の
推
進

豊岡市社会福祉協議会では、「地域共生社会」の実現をめざして、

子ども・高齢者・障がい者などすべての住民一人ひとりが役割を持ち、

支え合いながら、自分らしく豊かに暮らし続けられる地域づくり

を推進しています。平成30年度は、下記の重点項目を中心に事業を進めてまいりました。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催
状
況

　
　
行 

政 

区　
　
：
２
５
２
ヶ
所

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
23
ヶ
所

開催日：平成30年12月1日
場所：じばさんTAJIMA
参加者数：350人
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収益の部 費用の部

収益の部
合計

1,326,725,871円

費用の部
合計

1,391,145,532円

会費収益  30,921,900円  2.3％
その他特別収益  25,603,462円  1.9%

介護保険事業収益
843,928,421円 63.6%

人件費 
1,060,173,913円  76.0%

寄付金収益  10,827,950円  0.8％

経常経費補助金収益
104,559,805円  7.9%障害福祉サービス

等事業収益
41,235,970円  3.1%

　　　　  事業費
251,170,248円

18.0%

その他費用
12,965,990円  1.0%

事務費  31,984,279円  2.0%

国庫補助金等特別積立金取崩額
△19,597,888円  △1.0%

助成金費用  19,302,257円  1.0%

減価償却費 35,146,733円  3.0%その他収益  24,124,367円  1.8%

施設整備等寄付金収益
4,968,000円  0.4%

受託金収益
240,555,996円
18.1%

●�

認
知
症
支
援
の
強
化
と
し
て
、
初
期
集
中

支
援
、
専
門
職
と
地
域
住
民
が
連
携
・
協

働
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

●�

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

支
え
合
い
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
、
地
区

圏
域
に
お
け
る
「
協
議
体
（
地
域
サ
ポ
ー

ト
会
議
）」
の
設
置
に
取
り
組
み
、
住
民

同
士
の
話
し
合
い
の
場
の
運
営
サ
ポ
ー
ト

を
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。

●�
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
の
推
進
に
向

け
て
、市
内
全
社
会
福
祉
法
人
（
23
法
人
）

で
構
成
さ
れ
る
「
豊
岡
市
社
会
福
祉
法
人

連
絡
協
議
会
（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
と

よ
お
か
）」
の
設
立
・
運
営
に
参
画
し
ま

し
た
。

●�

ヘ
ル
パ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
入
浴

な
ど
の
展
開
に
よ
る
要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
あ
る
利
用
者
の
豊
か
な
在
宅
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

●�

24
時
間
365
日
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
の
機

能
も
持
っ
た
「
地
域
福
祉
・
生
活
支
援
拠

点
ぐ
る
ら
ん
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

●�

妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

を
抱
え
る
方
や
、
家
族
等
か
ら
産
後
の
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
方
に
、
家
事
援
助
及

び
相
談
を
行
う
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
タ

ー
派
遣
事
業（
豊
岡
市
委
託
事
業
）」
を
実
施

し
ま
し
た
。

新
た
な
福
祉
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

この他にも、豊岡市社会福祉協議会ではさまざまな事業を行っています。詳しくは、豊岡市社協ホームページをご
覧ください。（http://www.toyooka-wel.jp/about/budget/2018/）

保育園児との交流の様子（ぐるらん）

当期活動増減差額
△ 64,419,661円

延利用者数
ケアプランセンター　：  8,226人
ヘルパーステーション：80,435人
デイサービスセンター：40,029人
訪問入浴　　　　　　：  1,611人

延利用者数
訪問：2,896人
通所：3,160人
宿泊：  162人

平成30年度 決算報告 【事業活動計算書】

協
議
体
設
置
地
区
数
：
10
ヶ
所

延
利
用
者
数
：
３
１
７
人
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夏休みボランティア
体験教室のご案内

当日の持ち物や詳しい内容は、豊岡市社会福祉協議会
各支所までお問い合わせください。（広報の裏表紙左
端に、電話番号を記載しています）

『地域応援事業』助成団体募集
令和元年度　赤い羽根共同募金配分金事業
地域の交流・ふれあいを深める催しや、地域での助け合い・
支え合い等を目的とした活動に、市民の皆さまからお寄せい
ただく「赤い羽根共同募金」を活用し助成を行います。

【助成対象】　
 ◆�世代間の交流を深める活動や、地域住民の交流活動、
地域で支援を必要とする方を支える活動など、地域
（行政区、地区等）における先駆的な福祉活動
 ◆�障がい者団体や介護者の会（セルフヘルプグループ）
などが行う交流・仲間づくりを目的とする活動

 ＊�自治体等の公共団体や他団体からの助成金、補助金
を受けていない事業に限ります

【対象期間】　
 平成31年4月1日～令和2年3月31日

【助成団体】　10団体
【助成金額】
 �30,000円以内（経費の75％以上とし、30,000円を
上限とします。ただし、1,000円未満は切り捨てとし
ます）

【募集期間】
 令和元年7月25日（木）～9月6日（金）

【助成決定】提出いただいた審査書類を審査し決定
【提出書類】
 �下記の申込先・問合せ先にご確認ください。事業終了
後、年度末に実績報告書の提出が必要になります

【申込み・問合せ】
 豊岡市社会福祉協議会　本所・各支所
（広報の裏表紙左端に、電話番号を記載しています）

【エントリー受付期間】
 令和元年7月1日（月）～8月30日（金）
＊�エントリーをしていないグループ・団体は助成金
の交付を申請することはできません。
＊助成金の申請にあたっては申請条件があります。

【助成額】
 1グループ・団体あたり
 　　　　　3万円が上限の全団体一律同額
＊受理数により助成額を決定いたします。

【問合せ】
 豊岡市社会福祉協議会地域福祉課・各支所
 （広報の裏表紙左端に、電話番号を記載しています）

参加費100円！当日参加OK です！
日時 場所 内容 申込・

問い合わせ

あいあい
カフェ

8月20日
（火）
10：00～
11：30

城崎健康福祉セ
ンター（城崎町
湯島625－9）

城崎中学校吹奏
楽部によるミニ
コンサート

城崎支所
☎：32-4503

だぶる
ぴーす

8月24日
（土）
13：00～
15：30

日高健康福祉セ
ンター（日高 町
祢布891－2）

夏まつり屋台 日高支所
☎：42-0100

県民自らが行うボランタリー活動の支援を通じて、安定
した活動を続けられることを目的とし、助成金の交付を
受けようとするグループ・団体は社会福祉協議会へエン
トリーが必要です。

 令和元年度　ひょうごボランタリー基金 

県民ボランタリー活動助成のご案内

障がい者の居場所づくり

教室名 日にち 時間 場所 対象 申込先

施設ボランティア
8/1（木）～
8/30（金）�
（土、日を除く）

9:00～12:00
日高東デイサービスセンター�
日高西デイサービスセンター�
日高八代デイサービスセンター�
地域福祉・生活支援拠点ぐるらん

小学4年生以上
中学生

日高支所
障がい者（児）居場所づくり事業
だぶるぴーすひだか8月の会
「夏まつり 屋台」

8/24（土） 13:00～15:30 日高健康福祉センター 中学生・高校生

「但東デイサービスセンター」
ボランティア
～お年寄りとの交流～

8/8（木） 13:30～15:30 但東健康福祉センター

小学4年生以上 但東支所

「けやきホール」ボランティア
～お年寄りとの交流や車いすの
お掃除～

8/23（金） 13:00～15:30 けやきホール

「サポートハウスすみれ」ボラ
ンティア
～障がいのある方との交流～

8/22（木）　
8/29（木） 10:00〜15:00 但東健康福祉センター

「いこいの杜」ボランティア�
～高橋地域の高齢者との交流～

8/7（水）�
8/21（水）�
8/28（水）

10:00〜15:00 いこいの杜
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6月受付分（敬称略）
九日市下町 ローソン豊岡九日市店

西田 泰代
調味料、カレー
粉、乾物

日高町祢布 日本財団在宅看護センター豊岡
大槻 恭子

レトルトご飯、レ
トルト食品、カ
ップ麺、缶詰、
即席みそ汁

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
本所受付分

妙楽寺 みてやま学園
自治会 53,089 善意の預託

下　陰 勝地　利光 2,000 善意の預託
百合地 ㈲はなと商会 金一封 善意の預託

加広町
兵庫県立豊岡総合高
等学校インターアク
トクラブ同好会

2,800 善意の預託

匿　名 寝具 善意の預託
朝来市
和田山町 ㈱ふじ 100,000 善意の預託

城崎支所受付分
湯　島 河原　正之 金一封 供養
竹野支所受付分
須　谷 倉橋　美津代 金一封 供養
日高支所受付分
府市場 中島　敏幸 金一封 善意の預託
日　吉 金子　たみよ 金一封 善意の預託

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
出石支所受付分

匿　名 10,000 善意の預託

収集ボランティア 10,368 プルタブ換
金代

但東支所受付分
薬王寺 大月　昌彦 5,000 善意の預託
中　山 大石　由美子 金一封 供養
中　山 宮垣　敬一 金一封 供養
出合市場 森友　裕之 金一封 供養

善意銀行だより
みなさまのあたたかい善意をありがとうございます。
地域福祉活動推進のために役立たせていただきます。

緊急食料支援事業　食料提供

令和元年6月1日～30日（敬称略・受付順）

 あなたの支えで笑顔になれる人がいます。
少しでも多くの方が笑顔で暮らせるよう、善意銀行への預託
にご協力をお願いいたします。
振込先：但馬銀行　本店営業部　普通預金　口座番号　7328341
　　　　名義　フク）トヨオカシシヤカイフクシキヨウギカイ

お振り込みの他、各支所窓口でも受
け付けております。ご連絡いただき
ましたら、払込手数料のかからない
振込用紙を郵送いたします。

（ＴＥＬ：23－2573）

8月各種相談日
いずれの相談も無料です

心配ごと相談　一人で悩まず、まずは相談を
◆豊岡市社協　本所・各支所
　（月）～（金）8:30～17:30
祝日・年末年始（12/29～1/3）は休みです

法律相談　気軽に弁護士に相談できる機会です
◆豊岡健康福祉センター（☎：23-2573）
　6日（火）13:00～16:00
先着８名、電話予約のみ（受付7/31（水）8:30～）
　次回、9月の法律相談日は　3日（火）
　予約受付8月28日（水）8:30～

結婚相談　素敵なお相手を見つけましょう
◆豊岡健康福祉センター（☎：23-2573）
　2日（金）、16日（金）13:30～16:00
◆日高健康福祉センター（☎：42-0100）
　14日（水）、28日（水）13:30～16:00

どちらの窓口でも、お気軽にお越しください

6月にはお振り込みでの預託を
1件受付させていただきました
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社会福祉法人　豊岡市社会福祉協議会

理事長交代のご挨拶

役員のご紹介

退任のご挨拶
前理事長
酒井　清道

就任のご挨拶
理事長
中川　茂

　盛夏の候、皆さまにおかれましては、
ご健勝にお過ごしのこととお喜び申し上
げます。
　さて、このたび6月21日をもちまして
社会福祉法人豊岡市社会福祉協議会理事
長を退任いたしました。
　3年間の在職期間におきましては、格
別のご厚情を賜りましたことを心からお
礼申し上げます。今後の豊岡市社会福祉
協議会の発展を祈念申し上げ、また私個
人も陰ながら応援させていただくことを
申し添えて、退任のご挨拶とさせていた
だきます。

　大暑の候、皆さまにおかれましては、
益々ご清栄のこととお喜び申し上げま
す。
　さて、このたび6月21日より社会福祉
法人豊岡市社会福祉協議会理事長に就任
いたしました。
　豊岡市社会福祉協議会の理念である
「一人ひとりが つながり支え合う 安心
な地域づくり」をめざして、住民の皆さ
まのお力添えをいただきながら、役員・
職員一丸となり、精一杯取り組んでまい
ります。これからも変わらぬご支援を賜
りますよう、よろしくお願いいたします。
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